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ABSTRACT
This format shows a camera-ready format for manuscripts of “Research Paper” and “Technical Paper” contributed to Journal of the Horological Institute of Japan, Micromechatronics.  All manuscripts must include an abstract written in English.  The abstract must consist of a single paragraph containing no more than 15 lines.  Font type, point size and space between the lines are recommended to be Times, 10 point and 16 point, respectively.

１．はじめに
本稿は，一般社団法人日本時計学会が発行する学会誌「マイクロメカトロニクス」に掲載する和文原著論文（研究論文および技術論文）の印刷フォーマットを示す．同誌に投稿される論文（「研究論文」および「技術論文」）原稿は，「日本時計学会投稿規程」および「原稿作成要領」に従う必要がある．論文の著者は，原則としてこのフォーマットに則りワードプロセッサを用いて原稿を作成されたい．
本稿はMicrosoft Office Word 2021により作成した．電子投稿を行う場合は本稿を投稿論文執筆のテンプレートとして利用することが望ましい．Word以外のワードプロセッサ使用者は，本稿に合致した形式となるようにページ設定を行うこととする．

２．全体の構成
A4版（297 mm×210 mm）を縦置きとし，左右マージンをそれぞれ21 mm，上マージンを34 mm，下マージンを30 mmとする．マージンを除く範囲一杯に，45文字×32行の横書1段組で印刷する．
論文は標題，著者名，著者所属機関，英文標題，英文著者名，英文著者所属機関，英文アブストラクト，本文（必要に応じて図，表を含む），および文献から構成される．また，必要に応じて謝辞，付録を付加えることができる．
原稿の配列は，標題，著者名，著者所属機関，英文標題，英文著者名，英文著者所属機関，英文アブストラクト，本文，（謝辞），文献，（付録）の順とする．用字のフォントおよびサイズは，原則としてTable 1に示したものを用いる．フォントについてはTable 1に示したものと類似のものも許容する．
最終原稿を約87％に縮小して印刷するので，縮小後に読みにくくならないように注意して作成すること（特に図，表など．）．
句読点は「．」，「，」，「.」，「,」を使用する．「。」，「、」は原則として使用しない．





３．標題，著者名，著者所属機関等
標題，著者名，著者所属機関等は和文および英文で表示する．これらはTable 1に示すフォント，サイズで中央揃えに配置する．
英文タイトルは“Capitalization rules”に従って記述すること．すなわち：
(1) タイトルの最初および最後の単語は頭文字を大文字にする；
(2) 名詞，代名詞，動詞，形容詞，従属接続詞，および副詞は，頭文字をすべて大文字とする；
(3) 冠詞，等位接続詞，前置詞，および不定詞toは小文字とする（ただし5文字以上の前置詞は大文字にしてもよい）．
タイトル中には原則として商標名は使用しないこと．ただし，研究論文・技術論文で記述する内容の根幹に関わる材料・部品・装置・薬品・ソフトウエアなどで，商標名を示す必要がある場合を例外とする1-3)．
受付日 (Received) ，再受付日（Revised）および採録日 (Accepted) は学会が記入する．

４．英文アブストラクト
Abstractは単独で論文の概要を示すものである．以下の項目を配慮し，正確な英文で記述すること：
(1) １パラグラフで，本文の内容を結論まで含めて簡潔に記述する；
(2) 本文に記述されていない事項を含んではならない；
(3) 図表や文献などを引用してはならない．

５．本文
５．１　テキスト
本文中，章に相当する見出しの前には１行分のスペースを置き，順次 “１．”， “２．”， “３．”，…のように番号を付して行の先頭から記入する．節に相当する見出しには，順次 “１．１”， “１．２”， “１．３”，…のように番号を付し，行の先頭から印刷する．見出しの後は改行して文章を書き始める．
各パラグラフは全角１字分程度インデントして書出す．
行頭禁則文字（句読点，閉じ括弧など）および行末禁則文字（開始括弧など）がそれぞれ行頭および行末に来ないようにする4)．
単位記号，演算記号，数字等は原則として立体（ローマン）とし，変数，量をあらわすシンボルは斜体（イタリック）とする．ただし，円周率  ，自然対数の底e ，虚数単位 i, jは立体で表示する．
数値と単位記号との間は半角1字分の間隔をとる．ただし，%および°Cについては数値との間に間隔をとらない．


加減算単位記号 +,  および等号・不等号など =, <,  の前後には半角1字分の間隔をとる．乗除算記号の前後には間隔をとらない．
単位の表現は原則として国際単位系（Le Système International d'Unités, The International System of Units, SI）5,6)によるものとする．

例： ,  (j = 0, 1, 2, ···).
（添字jは斜体で表記されているので数値を，iおよびsは立体で表記されているので意味を表わす．）

,  Z = R + jX.　　（i, jは虚数単位）
m, kg, s, A, V, m/s2, 　　（単位記号）

div, sin, dN/d logr,  　（演算記号）
cos(t + ) = cos(2ft + )


（光速）,  （ボルツマン定数）
0 K = 273.15°C, 33.3%
Hk （保磁力）， Hk 　(k = 1, 2, 3, ···),　　
（前者のkは意味を表すので立体，後者のkは数値を表すので斜体．）
５．２　図および表
Fig. 1 7) に示すように，図（写真を含む）には通し番号を付し，Fig. 1, Fig. 2, …　（“Fig.”と数字との間には半角１文字分のスペースを入れる．）とする．図番号，標題，説明文（必要に応じて）は英文とし，図の下部に配置する．
[image: ]
Fig. 1  Frequency characteristics of the normalized amplitude obtained by the TAD-DQD.  The abscissa shows normalized frequency.
表には通し番号を付し，Table 1, Table 2, …　（ “Table”と数字との間には半角１文字分のスペースを入れる．）とする．表番号，標題，説明文（必要に応じて）は英文とし，表の上部に配置する．
図および表は，単独でも理解できるよう，詳細な説明文を付することが望ましい．
図および表は本文の内容の理解が容易になるよう，本文中の関連する記述の近くにレイアウトする．
図および表中の単語および文は原則として英語によるものとする．ただし，必要に応じて（例えば，ディスプレイにおける日本語表記などが主題となっている場合など）は他言語の表記も可とする．この場合，その他言語表記についての英語による説明を，図・表中または説明文中に加えることが望ましい．
５．３　数式
数式には必要に応じて(1), (2), … のように番号を付し，本文中で言及する場合は(1)式，式(2)，…のように表記する．数式中のシンボルについては，数式の前，または数式の直後で説明する．
また，数式は文または文の一部を成すものであるから，必要に応じて句読点を挿入する．

例8)：
CMOSゲートの伝搬遅延時間はその電源電圧に依存するので，電源電圧を入力電圧vi とすると，周回パルスの単位時間あたりのDU通過数u(vi) は入力電圧にほぼ比例する (u(vi) = u(0) + vi, は比例定数)．したがって，時刻tにおけるパルス位置n (t) は(1)式で示すことができる．

.	 	(1)
時刻t – ts およびt におけるパルス位置をラッチし，それらの差を演算してTADの出力no(vi, ts)とすれば，

		(2)
となり，ディジタル出力no(vi, ts) は入力電圧vi(t)をサンプリング周期tsにわたって積分した値に比例する．
５．４　参考文献の引用方法
文献は引用順に番号を付し，本文の引用箇所に上付き添字で1, 3-5)のように表示する．

６．謝辞
必要に応じて謝辞を掲載することができる．行頭に本文の見出しと同じフォント，サイズで「謝辞：」と記入し，１文字分程度のスペースを空けた後に，改行せず，本文のテキストと同じフォント，サイズで記入する．
例：
謝辞：　本研究は平成24年度，25年度科学研究費（基盤研究(c), ********）の助成を受けたものであり，ここに記して謝意を表する．また，本稿の作成にあたり，貴重なご意見を寄せられたA大学工学部B教授，および，C株式会社技術部D氏に深謝する． 

６．参考文献
参考文献は本文中で付した番号順に，原稿末尾に一覧表示する．
学会誌等に掲載された論文の場合，
著者名: 標題, 誌名, 巻, 号（必要に応じて）, pp. XX-YY (西暦年).
等とし，単行本の場合は，
著者名: 書名, 編者名（必要に応じて）, 出版社，出版地，pp. XX-YY (西暦年).
のように表記する．
著者名は，和文の場合は姓名の順に省略せずに記入する．英文等の場合はFirst name Middle name Family nameの順とし，Family name以外はイニシャルのみの省略表示としてもよい．
誌名は和文の場合は省略せずに記入する．英文等の場合は一般に認められた方法で省略表示してもよい．また，英文等の場合は斜体（イタリック）で印刷する．なお，省略表示については，ISSN World CentreのThe List of Title Word Abbreviations (LTWA) 9)などを参照することを勧める．

例：
参考文献
1)		P. T. Squire and M. R. J. Gibbs: E effect in obliquely field annealed METGLAS® 2605SC, IEEE Trans, Magn., Vol. 25, No. 5, pp. 3614-3616 (1989).
2)		K. Koba, D. Arakawa, M. Fujieda, K. Ikegami, Y. Ishi, Y. Kanai, C. Kubota, S. Machida, Y. Mori, C. Ohmori, K. Shinto, S. Shibuya, A. Takagi, T. Toyama, T. Uesugi, T. Watanabe, M. Yamamoto, T. Yokoi, and M. Yoshii: Longitudinal impedance tuner using new material FINEMET, Rev. Sci. Instrum., Vol. 70, No. 7, pp. 2988-2992 (1999).
3)		吉沢克仁，山内清隆：超微結晶金属「ファインメット」の誘導磁気異方性および磁気特性の板厚依存性，日本応用磁気学会誌，Vol. 14, No. 2, pp. 193-196 (1990).
4)		日本工業規格：日本語文書の組版方法，JIS X 4051:2004.
5) 		https://www.nmij.jp/library/units/si/.
6)		http://www.bipm.org/en/si/si_brochure/.
7)  	S. Masuda, T. Watanabe, S. Yamauchi, and T. Terasawa: All-digital quadrature detection with TAD for　radio-controlled clocks/watches, IEEE Trans. Circuits Syst. – I: Regul. Pap., Vol. 56, No. 2, pp. 285-293 (2009).
8)  	増田純夫，渡辺高元：磁気利用センシングにおけるディジタル化技術，電気学会マグネティックス研究会資料，MAG-06-24 (2006).
9)　	http://www.issn.org/2-22661-LTWA-online.php.
10)  	橋本信幸，齋藤友香，栗原誠：ナノインプリント技術を用いた微細光学素子の作成と液晶光学素子への応用，マイクロメカトロニクス，Vol. 55, No. 204, pp. 8-14 (2007).　　（Vol. 49 (2005)以降の「マイクロメカトロニクス」の例．No.は日本時計学会誌創刊以来の通算．）
11)		片桐祥雅, 板生清:複合共振器レーザの機械的負帰還制御による微小力計測, マイクロメカトロニクス, Vol. 42, No. 2, pp. 30-43 (1988).　　（Vol. 42 (1998) - Vol. 48 (2004) の「マイクロメカトロニクス」の例．各Vol.毎にNo. 1 – 4が存在．）
11)		猿山将臣，梅田和昇：昆虫の視覚系を模擬した複眼センサによる位置計測，日本時計学会誌，No. 162, pp. 1-12 (1997).　　（「日本時計学会誌」の例．Vol.は存在せず，No.のみ．）
12)  	石蔵明子，村住拓也，新輪隆：チタンの陽極酸化を用いた時計用回転錘の開発，2012年度マイクロメカトロニクス学術講演会講演論文集，pp. 5-6 (2012).　　（時計学会学術講演会予稿集の例）
13)		H. Chiriac, E. Hristoforou, M. Neagu, I. Daric, and T. A. Ovari: Amorphous wire delay lines used for magnetic field measurements, IEEE Trans. Magn., Vol. 33, pp. 4041-4043 (1997).　（英文論文誌の例）
14)		L. V. Panina, K. Mohri, K. Bushida, and M. Noda: Giant magneto-impedance and magneto-inductive effects in amorphous alloys, J. Appl. Phys. Vol. 76, pp. 6198-6203 (1994). 　（英文論文誌の例）
15)		J. C. Slonczewski: Magnetism Volume I, ed. by G. T. Rado and H Suhl, Academic Press, New York and London, pp. 205-242 (1963). 　（英文編纂本の例）
16)		J. Kim and S. Cho: A time-based analog-to-digital converter using a multiphase voltage controlled oscillator, Proc. Int. Symp. Circuits Syst., Kos, Greece, 2006, pp. 3934–3937.　（国際会議Proceedingsの例）
17)		近角聰信: 強磁性体の物理（上）,　裳華房，東京，p. 115 (1978).　（和文書籍の例）
18)		フラックスゲートセンサの信号処理装置，公開特許広報，特開2007-225571 (2007).　
19)		慣性センサ，公開特許広報，特開平11-133050 (1999).
20)		同期検波方法及び装置，特許広報，特許第4306515号 (2009).
21)		Radio-controlled timepiece, standard frequency reception method, and electronic device, U.S. Patent 7190745 (2007).
22)		菊地慶子，三俣千春，三田正裕：電波腕時計用アンテナ特性の磁場－回路連成解析，日立金属技報，Vol. 26, pp. 14-21, 2010. （企業技報の例）
23)		後藤敏徳，徳重徹也：FD_SOIプロセスによる電波時計受信部を内蔵したリアルタイム・クロックLSI：ML6191，沖テクニカルレビュー，Vol. 72, No. 3, pp. 24-27 (2006).  （企業技報の例）

７．付録
必要に応じて，付録を添付することができる．
付録は論文末尾に配置し，下記の例のように「付録　付録の表題」と表示した後に記入する．付録が複数ある場合は，「付録A」，「付録B」，‥‥‥とする．

例：

付録A　付録の体裁について

ここでは付録の体裁に関して本文では省略した細部を記述する．
付録の体裁は本文のそれに準じる．‥‥‥

付録B　この投稿フォーマットについて

この投稿フォーマットは「日本時計学会投稿規程（2006年4月28日改訂版）」の原稿作成に関する事項を補足するために暫定的に作成した．同規定と矛盾する部分については，原則として本フォーマットを優先して原稿を作成するものとする．‥‥‥

（2013/8/5版）
（2026/3/16論文種別名変更）
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Table 1   Font styles and point sizes.

Points

MS Mincho

（

MS 

明朝

）

(Japanese)

MS Gothic

（

MS 

ゴシック

）

(Japanese)

Times New Roman

(English)

10

Author's affiliations

Author's affiliations

Date of reception, revision

and acception

Date of reception, revision

and acception

References

Abstract

References

11

Main text

Section titles

Main text

Acknowledgment

Subheadings

Acknowledgment

Appendixes

Appendixes

Figure titles, captions

Table titles, captions

12

Author's names

Author's names

14

English paper title

(Bold)

16

Japanese paper title

(Bold)
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